















ANALYSIS BY MEANS OF SIMULATION OF THERMAL AND WIND ENVIRONMENT OF ADOBE 
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This paper deals with the analysis by means of simulations of thermal and wind environment of adobe 
vernacular architecture group called ‘Ksar’ in Morocco. Most of Ksar is in desert area with a wide range of 
temperature and near the oasis. It is thought that the indoor environment is protected against solar radiation and 
high temperature by great thermal capacity of adobe. Simulation of thermal and wind environment in Ksar were 
done by CFD, and the evaluations by SET* were compared to the observed data. 





































移動測定は 2011 年 9 月 5 日 14 時 10 分 0 秒から 15 時
53 分 40 秒間で行った。2011 年 9 月 5 日は快晴，雲量 0
であった。測定項目は温度，湿度，日射量，風向風速と









定項目において時刻補正を行い，全測定値を 2011 年 9









































































14 日から，冬解析は 1 月 15 日を初日と仮定した。 
外気温に関して，夏解析では 8 月 14 日~15 日は実測値
を設定し，実測値の無い 8 月 16 日以降（CFD 解析 3 日




X Y Z 総メッシュ数














熱伝導率：0.3        日射吸収率：0.5
熱伝導率：0.63      日射吸収率：0.5
0.9
0.9

























外部 中庭 ３階南東 ３階北西
実測値 2.80 0.50 0.20 0.11





















図１１ 夏解析 7 日目 16 時における温度 
（上：1 階 中：2 階 下：表面） 
 
 







も高い値を示し，特に 1 階倉庫の最低温度は 3.1[℃]と，
測定点の最低温度の中で最も高い温度となり，日較差に








図１３ 冬解析 7 日目 13 時における温度 
（上：1 階 中：2 階 下：表面） 
 
 










格好から T シャツ，短パンを想定し 0.3[clo]，冬解析で
は外気温から想定し 1.3[clo]とした。代謝量は座位で読
書をする程度，湿度は夏解析，冬解析共に 2009 年 8 月
14 日 8 時から 15 日 8 時までの実測値を繰り返し使用し
たが，実測値では日中では 10[％]未満を記録するが，夜
では 40[％]を超えるなど日較差が非常に激しい。そこで，
2009 年 8 月 14 日 10 時から 20 時までの実測値の平均を
シミュレーションの 10 時から 20 時までに，2009 年 8 月
14 日 8 時から 9 時及び 21 時から翌 7 時までの実測値の



























SET*[℃] 温冷感 快適感 生理的状態
３７.５＜ 極限に暑い 極限に不快 体温調節ができない
３４.５～３７.５ 非常に暑い 非常に不快 おびただしい発汗
３０.０～３４.５ 暑い 不快 発汗
２５.６～３０.０ やや暑い やや不快 軽い発汗
２２.２～２５.６ 中性
１７.５～２２.２ やや涼しい やや不快 皮膚血管収縮
１４.５～１７.５ 寒い 不快 軽い体冷却



















同高さである，2 階居間，通路，通路 3 を比較する。
図 17 の SET*最高値を見ると通路は 2 階居間，通路 3 に
比べそれぞれ 0.8[℃]，3.5[℃]低い値を示している。また
最低値で比較すると，通路は 2 階居間，通路 3 に比べそ
れぞれ 6.7[℃]，7.3[℃]低い値を示している。上に述べた













図１６ 夏解析 7 日目におけるカスバ内部の SET* 
 
 

















図１９ 夏解析 7 日目 16 時における SET* 
（上：1 階 中上：2 階 中下：3 階 下：断面） 
（３）冬解析における SET*評価 
1 階倉庫と通路を比較すると，最高値の差は 0.2[℃]で





SET*の値が高くなっている。特に 1 階倉庫と 2 階倉庫で
は最高値では 1.3[℃]，最低値では 1.0[℃]程度しか差が




















図２０ 冬解析 7 日目におけるカスバ内部の SET* 
 
 
























図２２ 冬解析 7 日目 16 時における SET* 
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